
 
 

平成 19 年 3 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 

    平成 19 年 1 月 22 日 

会社名 株式会社プロトコーポレーション （ JASDAQ・コード番号 ： 4298 ） 
（ＵＲＬ http://www.proto-g.co.jp/）  
代 表 者       役 職 代表取締役社長  ＴＥＬ：（052）934―2000 
       氏 名 入 川 達 三   
責 任 者       役 職 執 行 役 員   
       氏 名 清 水 茂 代 司   
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有・無 

（内容）中間連結財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、投資者等の判断を大きく誤らせない範
囲におきまして、一定の簡便な手続きを採用いたしております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有・無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有・無 

   連結(新規)  － 社  (除外)  1 社  持分法(新規) －社  (除外) －社 

 

 
２．平成 19 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4月 1日～平成 18 年 12 月 31 日） 
（1）経営成績（連結）の進捗状況                                     （単位：百万円未満切捨） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

19 年 3 月期第 3四半期 15,804（  6.5） 2,655（48.5） 2,705（51.5） 1,511（ 162.3）

18 年 3月期第 3四半期 14,835（  0.5） 1,788（27.0） 1,786（26.0） 576（△30.9）

(参考)18 年 3 月期 19,952（ 0.9） 2,010（16.5） 1,987（15.8） 598（△34.8）

 

 １株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

19 年 3 月期第 3四半期  144 42 －

18 年 3月期第 3四半期 66  07 －

(参考)18 年 3 月期 66  13 －

 (注)1.売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期（同期）増減率を示しており
ます。 

2.潜在株式調整後 1株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在いたしてお
りませんので、記載いたしておりません。 

3.期中平均株式数（連結） 19 年 3 月期第 3四半期 10,463,783 株 

3.期中平均株式数（連結） 18 年 3 月期第 3四半期  8,719,960 株 

3.期中平均株式数（連結） 18 年 3 月期第 3四半期  8,719,947 株 

4.平成 18 年 11 月 1 日付にて、1株につき 1.2 株の割合で株式分割を行っております。 

 
[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

自動車関連情報分野につきましては、CtoB 中古車買取サービス「Goo-net 買取オークション」のサ

ービス機能拡充など、戦略的中核メディアであるクルマ・ポータルサイト｢Goo-net｣を軸に、コンテ

ンツ・サービスの拡充を推し進めてまいりました。また、見積仲介サービスをはじめとするインタ

ーネット関連商品の拡販に努め、クライアント数ならびに一クライアント当たりの取引単価の拡大

を推し進めてきた結果、自動車関連情報分野の売上高につきましては、前年同四半期と比べ 5.9％増

の増収となっております。また、生活関連情報分野につきましても、前年同四半期と比べ 9.9％増の

増収となり、当第 3 四半期における当社グループ全体の売上高につきましては、15,804 百万円（対

前年同期比 6.5％増）と、前年同四半期と比べ増収となりました。   

営業利益につきましては、自動車関連情報分野において、収益性の高いインターネット関連商品の

売上構成比が高まったことと情報誌制作工程の一部見直しによる外注コストの削減効果などにより、

2,655 百万円（対前年同期比 48.5％増）と大幅な増益となりました。 
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（2）財政状態（連結）の変動状況                                     （単位：百万円未満切捨） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 
１株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

19 年 3 月期第 3四半期 17,414 11,071 61.2 1,018 13 

18 年 3 月期第 3四半期 15,919 9,550 60.0 1,095 19 

(参考)18 年 3 月期 16,218 9,589 59.1 1,097 22 

（注）期末発行済株式数（連結） 19 年 3 月期第 3四半期 10,463,275 株 

（注）期末発行済株式数（連結） 18 年 3 月期第 3四半期  8,719,960 株 

（注）期末発行済株式数（連結） 18 年 3 月期第 3四半期  8,719,880 株 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】                                     （単位：百万円未満切捨） 

 
営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年 3 月期第 3四半期 1,690 △41 △298 6,768 

18 年 3 月期第 3四半期 1,107 △490 322 4,944 

(参考)18 年 3 月期 1,602 △512 309 5,413 

 

 

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

第 3 四半期における総資産につきましては、17,414 百万円となり、前期末比 1,195 百万円の増加

となりました。 

また、純資産につきましては 11,071 百万円となり、会社法施行の影響等により、前期末比 1,482

百万円の増加となりました。なお、当第 3 四半期の純資産より少数株主持分を除いて比較いたしま

すと、前期末比 1,063 百万円の増加となっております。 

第 3 四半期の連結キャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物の第 3 四半期

末残高が 6,768 百万円となり、前期末比 1,355 百万円の増加となりました。現金及び現金同等物が

増加した主な要因につきましては、下記のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主として、税金等調整前四半期純利益と

法人税等の支払により、1,690 百万円となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主として、投資有価証券の取得による支

出ならびに有形固定資産の取得による支出が発生したことにより、△41 百万円となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主として、連結子会社における長期借入

金の返済と配当金の支払等により、△298 百万円となりました。 
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[参  考] 
平成 19 年 3月期の連結業績予想（平成 18 年 4月 1日 ～ 平成 19 年 3月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

百万円 百万円 百万円

通     期 21,200 2,950 1,618 

（参考）1株当たり予想当期純利益（通期）   154 円 63 銭 

 

[業績予想に関する定性的情報等] 
当第 3 四半期までの業績及び事業環境等を踏まえ、通期業績予想を修正いたしております。詳細に

つきましては、本日発表いたしました「平成 19 年 3 月期 業績予想（連結・個別）の修正に関するお

知らせ」をご参照下さい。 

 

 

（注）業績予想につきましては、現段階の入手可能な情報による判断および仮定に基づいて算定して

おりますが、予想に内在する不確定要因や、今後の事業運営における状況の変化等により、実

際の売上高および利益は、上記に記載した予想数値と大きく異なる場合がありますことをご了

解下さい。 

 
 
○添付資料 

・（要約）四半期連結貸借対照表 
・（要約）四半期連結損益計算書 
 

 
 

以  上 
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〔添付資料〕 
１．（要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円未満切捨、％） 
当四半期 

（平成19年 3月期

第 3四半期末）

前年同四半期 
（平成18年 3月期

第 3四半期末）

増  減 （参考） 
平成18年 3月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
（資産の部）   
Ⅰ 流動資産   
流動資産合計 10,028 8,103  1,924 23.8 8,499

Ⅱ 固定資産   
１ 有形固定資産 4,284 4,360   △75 △1.7 4,280

２ 無形固定資産 361 461   △99 △21.7 521

３ 投資その他の資産 2,740 2,994   △254 △8.5 2,917

固定資産合計 7,386 7,815   △429 △5.5 7,719

  資産合計 17,414 15,919  1,494 9.4 16,218

（負債の部）  

Ⅰ 流動負債  

流動負債合計 5,767 5,257   509 9.7 5,506

Ⅱ 固定負債  

固定負債合計 575 667    △92 △13.8 681

負債合計 6,343 5,925   417 7.0 6,187

（少数株主持分）  

少数株主持分 － 444  △444 － 441

（資本の部）  

Ⅰ 資本金 － 1,824 △1,824 － 1,824

Ⅱ 資本剰余金 － 2,011 △2,011 － 2,011

Ⅲ 利益剰余金 － 5,463 △5,463 － 5,493

Ⅳ その他有価証券評価差額金 － 262 △262 － 261

Ⅴ 為替換算調整勘定 － △7 7 － 1

Ⅵ 自己株式 － △4 4 － △4

資本合計 － 9,550 △9,550 － 9,589
負債、少数株主持分 
及び資本合計 

－ 
15,919 △15,919 － 16,218

（純資産の部）  

Ⅰ 株主資本  

１ 資本金 1,824 － 1,824 － －

２ 資本剰余金 2,011 － 2,011 － －

３ 利益剰余金 6,765 － 6,765 － －

４ 自己株式 △5 －   △5 － －

株主資本合計 10,596 － 10,596 － －

Ⅱ 評価・換算差額等  

１ その他有価証券評価差額金 40 － 40 － －

２ 為替換算調整勘定 15 －   15 － －

評価・換算差額等合計 56 － 56 － －

Ⅲ 少数株主持分 418 －   418 － －

純資産合計 11,071 － 11,071 － －

負債及び純資産合計 17,414 － 17,414 － －
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
（単位：百万円未満切捨、％） 

当四半期 
（平成19年 3月期

第 3四半期） 

前年同四半期 
（平成18年 3月期

第 3四半期） 

増  減 （参考） 
平成18年 3月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
Ⅰ 売上高 15,804 14,835 968 6.5 19,952

Ⅱ 売上原価 7,059 7,168 △108 △1.5 9,709

売上総利益 8,745 7,667 1,077 14.1 10,243

返品調整引当金戻入額 47 51 △4 △9.0 51

返品調整引当金繰入額 49 37 12 33.0 47

差引売上総利益 8,743 7,682 1,060 13.8 10,247

Ⅲ 販売費及び一般管理費 6,087 5,893 193 3.3 8,237

営業利益 2,655 1,788 867 48.5 2,010

Ⅳ 営業外収益 78 39 39 100.7 48

Ⅴ 営業外費用 29 41 △12 △29.5 71

経常利益 2,705 1,786 919 51.5 1,987

Ⅵ 特別利益 377 270 106 39.3 300

Ⅶ 特別損失 339 714 △375 △52.5 788

税金等調整前四半期 
（当期）純利益 2,743 1,342 1,401 104.4 1,499

税金費用 1,264 748 515 68.9 909

少数株主利益又は 
少数株主損失（△） △32 17 △49 - △7

四半期（当期）純利益 1,511 576 935 162.3 598
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